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5３ 
ラフカディオ・ハーンは一八五○年六月二十七日、ギリシャのイオニァ諸島の一つであるレフヵス島で生まれた。
そ
の
島
は
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
下
に
あ
り
、
駐
屯
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
軍
の
軍
医
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ー
ン
と
、
島
の
旧
家
出
身
の
ロ
ー
ザ
・
ア
ン
ト
ー
ー
オ
・
カ
シ
マ
チ
が
両
親
で
あ
っ
た
。
二
人
は
周
附
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
結
蛎
し
た
が
、
幸
せ
は
長
続
き
は
し
な
か
っ
た
。
雌
親
は
二
歳
に
な
っ
た
ハ
ー
ン
を
連
れ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
に
あ
る
大
の
火
家
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
になるが、言葉も満足に通じず、化活習悩や宗教までも兜なった土地で、ノイローゼに近い状態になってしまう。
その上、自分を支えてくれるはずの夫チャールズは外国に駐留していて、ほとんど不在であった。
ハーンが四歳の時、母親は出産のためにひとりでギリシャへ里帰りをしたので、これ以後、ハーンは大叔母のサ
ラ
・
ブ
レ
ナ
ン
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
ザ
の
留
守
中
に
、
ク
リ
ミ
ァ
戦
争
か
ら
無
事
帰
還
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
ローザとの結婚を無効であると宣・一一口し、今は木に人となっていた昔の恋人と両蠕してしまったのである。この後ハー
ンは母親と二度と会うことはなかった。チャールズは向らの変と子供を捨てたのである。ハーンが六歳の時のこと
で
あ
っ
た
。 ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
に
お
け
る
東
西
の
結
婚
と
倫
理
「
放
浪
と
結
婚
大
東
俊
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5４ 
さて、ハーンは一八九六年に日本に帰化するまでは英国国民であったが、以上のような出自、来歴を見るかぎり、
｜義的に帰属が定まらないという印象はぬぐえない。ただ、ハーンの放浪の人生の中で、彼を一つの土地、一つの
文化に落ち符かせようとする〃が働いたとするならば、それは結婚という蛎態ではなかっただろうか。ハーンは生
涯の中で、一一度結婚と呼べるものを経験した。｜回目はシンシナティの地で、二回目は松江の地においてである。
｜回目の結婚は完全に失敗であった。相手はハーンの下宿先の料理人で、黒人との混血であるマティ・フォウリ
という二十一歳の女性だった。ほぼ二年越しの恋愛関係を正式なものとするために、ハーンは結婚を決意した。し
かし、当時の社会では白人が黒人と結婚することはタブーであった。その上、当時のオハイオ州の法律には、一八
六一年から一八七七年の間ではあるが、白人と黒人の結婚を禁止する条項が存在していたのである。結婚式は一八
移
し
て
い
っ
た
。
さ
て
、
ハ
ー
〉
ハーンの養育にあたった大叔母のサラ・ブレナンは子供のいない裕福な未亡人であり、ハーンに財産を相続させ
て、家を継がせようとしていたらしい。彼女は英国国教徒の多い一族の中で、結婚を機にカトリックへと改宗した
人で、ハーンに厳格な宗教教育を施した。十三歳になったハーンは、イギリス中部のグラム近郊にあるカトリック
系の名門男子校、聖カスバート校に入学する。しかし、資金援助をしていた遠縁の男性が事業に失敗するに及んで、
大叔母は家屋敷まで失って、ハーンの学費も払えなくなってしまった。このため十七歳になっていたハーンは退学
を余儀なくされたが、もはや帰る所はない。その後の一年半ほどのハーンの足跡ははっきりとはわからないが、ロ
ン
ド
ン
の
下
層
社
会
で
み
じ
め
な
生
活
を
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
その後、舞台はアメリカへと移る。一八六九年、単身アメリカに渡ったハーンは、オハイオ州シンシナティに身
を落ち着け、さまざまな職を転々としたあと、地元の日刊新聞「シンシナティ・インクワイャラー」紙の記者とな
り、これ以後文筆を生活の基盤とするようになる。しかし、アメリカ渡航はハーンの放浪の始まりでもあった。一
八七七年にはルイジアナ州ニューオーリンズに移るが、その後一八八七年から三年ほどを西インド諸島のマルティ
ニーク島で過ごしたあと、一八九○年に日本に渡ってからは十四年の間に、松加、熊本、神戸、来京と極々と勝を
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5５ 
（１） 
七四年六月十四日に行われたと思われるが、ハーンは州法を犯したのである。これ以後、友人や周囲Ｌ」の関係は悪
化していき、翌年の夏にはハーンは新聞記者の職も失ってしまった。さらに耐え難いのは当のマティとの関係であ
る。マティの方が一方的に悪いというわけではないが、ハーンはマティの行状にだんだん苦しむようになっていた。
そして、二人の仲は一八七七年には決定的な破局を迎え、ハーンはシンシナティをあとにして、ニューオーリンズ
へと向かうのである。以後、二人は二度と会うことはなかった。
二回目の結婚に至る概要は次の通りである。
’八九○年四月に横浜に到着したハーンは、Ｂ・Ｈ・チェンバレンらの斡旋によって、その年の九月から松江尋
常中学校の英語教師となった。ハーンと小泉セツとの結婚の時期や経緯に関しては、これまでさまざまな説が出さ
れてきたが、現在では、二人の出会いは一八九一年一月末か二月初め頃、独り身で不自由しているハーンのもとへ
（２） 
セツが身の回りの世話役として赴いた時であるとされている。最初は言葉Ｊい）満足に通じないような一一人ではあった
が、次第に尊敬の念と愛情が育まれていったのであろう。六月になって北堀町の根岸邸（現在は小泉八雲旧居とし
て保存）に移る頃には、’一人の同棲関係は結婚という公の関係へと向かうまでに成熟していたものと思われる。そ
して、七月下旬から八月上旬の間に、内輪だけの結婚披露が行われた模様である。ハーンは八月に友人のページ。
Ｍ・ベィヵーに宛てた手紙の中で次のように述べている。
もちろん妻の写真はお送り致します。申し上げなければならないことは、日本の法律上の問題があるために、
ただ今のところは、ただ日本風に結婚しているということです。私は日本国民になろうと思っているのですが、
そうすることによってしかこの問題はうまく片付かないのです。現在の法制度のもとでは、英国の法律に則っ
て土地の女性と結婚すると、その女性は英国国民となり、もし子供がいれば、その子供も英国国民になってし
まいます。そういうわけですから、その女性は外国人に対する日本の法律に従って、外国人居留地内で暮らさ
なければならず、ほとんど同胞からは隔離されてしまいます。それですから、私が法律化日本人とならないう
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5６ 
「日本風に結婚している」とは法律上の届け出をしていない夫婦関係、即ち、内縁を指す。周囲の人々には夫婦
と認めてもらえても、法律上はいまだ夫婦ではない。このままでいくと、当時の法律では、ハーンの財産は死後セ
ツの平には渡らず、イギリスにいる見ず知らずの遠縁のものとなってしまう。｜方、セツを英国国籍に移したとし
ても、文面にもあるように、著しい不利益を被る可能性がある。こういった事態を避けるためには、ハーンが小泉
家に入籍することによって日本に帰化するほかなかったが、チェンバレンをはじめとして、英米人の友人たちの多
く
は
そ
れ
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
しかし、友人たちの反対にもかかわらず、ハーンが帰化を決心した大きな理由の一つは、一八九三年十一月の長
男一雄の誕生であったと思われる。友人のＥ・ヘンドリック宛の同月付の手紙の中で、ハーンは、「自分の子供を
産んでくれた女性に対して残酷な態度をとる男もいるのだということを考えると驚くほかなく、しばらくの間、世
の中が典っ暗に思えました」と述べているが、ローザと自分を捨てた父チャールズのことが念頭にあったであろう
ことは想像に難くない。なにぶん前例のないことでもあり、州化の手続きには時間を要したが、二人の結婚は一八
九六年一月十五日願済二月十日付で、ハ１ンが小泉八雲として小泉家に入籍することによって、法的にも充令なも
九六年一月‐
の
と
な
っ
た
。
さて、そ（
さて、その後のハーンの結婚生活については後述するとして、失敗に終わった一回目の結婚（法的には白人と黒
人との結婚は認められていなかったから、実際には同棲であるが）と違って、二回目の場合、同棲ないし内縁といっ
た関係から法律上の結婚・帰化へとハーンが進んでいったのは、自分の死後、確実に財産が妻子の手に渡るように
するためであろうことは想像に難くないが、ハーンの意識にⅢしてみると、また別の側面も存在していたように恩
ちに彼女と結婚するといったことは、彼女にとっては破滅ともなるでありましょう。といいますのも、もし私
が死ぬようなことがあれば、国民としての権利を失くしたことを大いに後悔することになるであろうからでぁ
（３） 
ります。
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5７ 
ハ
ー
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
し
た
西
欧
文
明
嫌
い
で
あ
る
こ
と
は
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
一
方
、
ハ
ー
ン
が
来
日
後
最
初
に
赴任した松江の町には古くからの文物や習俗が色濃く残っており、西欧文明に毒されていない様子がハーンを魅了
したようである。松江滞在中の一八九一年五月二十二日付のチェンバレン宛の手紙の中で、ハーンは次のように述
べている。
わ
れ
る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
ハ
ー
ン
が
心
に
描
い
て
い
る
理
想
的
な
家
族
・
家
庭
像
と
い
っ
た
も
の
と
関
係
し
て
い
る
。
ハ
ー
ン
が
セ
ツ
と
結
婚
す
る
ま
で
は
家
庭
の
暖
か
さ
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
の
放
浪
の
人
生
を
考
え
る
と
、
特
定
の
社
会
・
文
化
に
定
位
し
た
確
と
し
た
家
族
観
・
家
庭
観
を
持
ち
え
た
か
ど
う
か
す
ら
疑
わ
し
い
。
西
洋
の
社
会
に
お
い
て
嫌
と
い
う
ほ
ど
辛
酸
を
な
め
た
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
社
会
を
支
え
る
諸
原
理
は
呪
う
べ
き
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
原
理
が
忌
避
す
べ
き
も
の
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
｜
方
、
日
本
品
の
ハ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、
日
本
の
す
べ
てを好んだわけでもない。そこにはおのずとハーン自身の選択が働いているわけであり、家族観・家庭観といった
も
の
に
関
し
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
家
族
・
家
庭
と
い
う
も
の
が
ひ
と
つ
の
社
会
制
度
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
家
族
観
・
家
庭
観
は
そ
れ
が
依
っ
て
立
つ
社
会
を
支
え
て
い
る
諸
原
理
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
の
家
族
観
・
家
庭
観
が
か
な
り
折
衷
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、
以
下
に
お
い
て
、
東
西
の
文
明
、
社
会
に
対
す
る
ハ
ー
ン
の
態
度
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
ハ
ー
ン
に
お
け
る
結
婚
の
怠
味
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
西
欧
文
明
か
ら
逃
れ
て
日
本
の
生
活
の
中
に
入
る
の
は
、
十
気
圧
の
空
気
か
ら
逃
れ
て
完
全
に
正
常
な
環
境
に
入
る
よ
う
な
も
のです。さらに告白しなければならないことは、西洋の本質的な特徴である個人主義（二①自己一ぐ三目一身）
が
ま
さ
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は
日
本
の
社
会
生
活
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
二
、
西
欧
の
原
理
と
日
本
の
道
徳
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5８ 
ハーンは西欧文明の本質を個人主義と見なす。ハーンにとっては、個人主義とか個性といったものは自分がかっ
て西欧社会で経験した悲惨な生活の原因を成すものであり、他人を顧みず自己の欲望を拡張していく利己主義と同
じものであっただろう。さらに、そういった個人主義は、ハーンの道徳観からすると、自分を含めた限られた人間
だけを競争の落伍者とするから悪いのではなく、人類全体の発展に照らして悪いのである。ハーンは最初の日本論
である『知られざる日本の面影』（の曾邑的困＆〔言甘言葛ミ旨、§）の序文の中で、日本人の生活のたぐぃまれな
美しさは国民的な美徳を代表している一般大衆の生活の中にあるとした上で、こういった生活を見ると、「我々の
うぬぼれている西欧文明の進みゆく道が本当に道徳的向上（白・国巨のぐの’８日の貝）の方向へ向かっているかどう
か疑わしく思われる」と述べている。つまり、全人類的視野から見ても、個人主義をその本質とする西欧文明は、
「道徳的向上」に資するかどうか疑わしいのである。
松江時代のハーンはほぼ手放しで日本をほめたたえているが、時が経つにつれてハーンの批難の矛先は、西欧文
明を受け入れつつある新しい日本へも向けられていく。とりわけ次の赴任地である熊本での生活が、ハーンに新し
い日本への憎悪を駆り立てたようである。奉職した第五高等中学校での不快な体験については詳述しないとして、
そもそも熊本という町がハーンには気に入らなかった。熊本は一八七七年の西南戦争で灰壗に帰し、ハーンが赴任
した一八九一年当時は近代都市建設へ向けての努力の真っ最中にあった。ハーンにとって町自体が殺風景で、興味
を引かれる神社仏閣や古い風俗習慣も少なかった。
……私は言いようのない嫌悪感をもって、新日本の露骨な利己主義、何事にも平気な虚栄心、浅薄で野卑な
懐疑主義、そして、天保時代について侮辱の言葉をしゃべり散らし、明治以前のいにしえのいとしい人々を馬
鹿にする新日本、干からびたレモンのように空虚で苦い心を持って、決して微笑むことのない新日本を嫌悪す （１） 
うのは、一」の日本では、誰ひとりと－して他人を犠牲にして自らの個性を実現しようとする者はいないからです。
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（８） 
後年、ハーンは隠岐には家を建てて住みたいとまで一一一一回っているが、このような旧日本に対するハーンの愛惜の念
を、単なる懐古趣味であると断じるのは早計であろう。ハーンは西欧文明が人類の「道徳的向上」に資するかどう
か
疑
わ
し
い
と
考
え
た
が
、
こ
こ
で
も
問
題
は
道
徳
な
の
で
あ
る
。
西
欧
文
明
を
支
え
る
本
質
的
原
理
を
個
人
主
義
と
見
な
す
ハ
ー
ン
は
、
旧
日
本
の
社
会
や
文
化
を
支
え
る
譜
原
理
に
つ
い
て
も
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
『東の国から」（（）ミ（］ご意國§）に収められた「柔術」という作品の中で、ハーンは東西の社会の諸原理を検討
新日本に対するハーンの憎悪は、結局は西欧の物質文明に対する憎悪と同じものである。ハーンにとって西欧文
明を取り入れる日本は、もはや彼の思い描いてきた日本ではないのである。節子夫人による『思い出の記』の中で、
（７） 
「私この小泉八雲、日本人よりも本当の日本を愛するです」と垂呵るハーンの様子が伝えられているが、ハーンの考
えでは「本当の日本」は当時の日本においても急速にユートピアと化しつつあったのである。ハーンは一八九二年
の
夏
休
み
に
隠
岐
を
訪
れ
、
西
欧
文
明
に
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
大
い
に
気
に
入
り
、
三
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
が
、
隠
岐
は
ま
さ
に
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
ら
の
思
い
描
く
旧
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
松
江
時
代
の
同
僚
で
あ
っ
た
西
田
千
太
郎
に
ハ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
私は小さな町が好きです。多度津、隠岐の菱浦、石見の温泉津、中海の大根島のような所に住むことができ
れば、私の心は喜びで満たされるでしょう。……私の思うところ、あらゆる良いもの、高貴なもの、真実なも
の
は
旧
日
本
で
し
た
。
永
久
に
明
治
時
代
か
ら
飛
び
去
り
、
時
の
流
れ
を
遡
っ
て
、
天
保
時
代
へ
、
ま
た
、
千
百
年
前
の
雄
略
天
、
、
、
皇の時代へ行けたらいいと思います。昔の扇子、昔の屏風、小さな村の生活、それが私の愛する本当の日本な
のです。（’八九二年十一月付書簡）
（Ｋひ）
るのであります。（’八九一二年一月十七日付、チェンバレン宛書簡）
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6０ 
没我、礼節、慈悲の心といった旧道徳の徳目の挙げ方は、多少体系性を欠いている観もあるが、今は問わないこ
とにしよう。ハーンにとって、東西の対立は西欧文明の本質である個人主義と旧ｕ本を代表する旧道徳との対立と
いう倫理の問題に帰着する。そして、ハーンの目はそういった川道徳を醸成しているより根源的なるもの、即ち、
柧
先
崇
拝
と
い
う
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
く
。
し、新日本の進路について論じる。その最後の箇所で、ハーンと学生との対話という形をとって、旧日本の道徳が
問題にされている。そこでハーンが旧日本を代表する徳性と見なしているのは、「親切、礼節、英雄的精神、自制
（９） 
心、献身、親孝行、信義、そして、少しばかりのもので満足する能力など」である。｝」れらの徳性を仮に旧道徳と
名付けておくならば、ハーンが旧日本を愛するのは、旧日本の社会や文化が旧道徳といったものによって支えられ
ているからである。次の言葉は学生の口を借りて語らせてはいるが、ハーンの東西社会の原理に関する考え方を集
約
的
に
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
日
本
Ｉ
‐
｜
っ
の
試
論
Ｉ
」
ｓ
薑
Ｉ
曽
筐
：
ミ
ミ
…
…
）
は
ハ
ー
ン
の
日
本
研
究
の
集
大
成
と
で
も
い
う
べき作品であり、日本人の生活、日本の社会基盤といったものを内側から捉えようとした意欲作である。その中で
ハーンは、古代から今日に至るまで日本社会の基盤となっているのは祖先崇拝という一種の宗教であり、その基本
日本の古い社会は、個我（芸のごｅぐ己巨＆）というものを犠牲にして、先生がお褒めになるような没我とか、
礼節とか、慈悲の心といった徳性を培いました。ところが、西洋の社会はとりわけ思考力と行動力の競争とい
（Ⅲ） 
う
無
制
限
の
錘
魍
争
の
中
で
、
個
我
を
培
っ
て
い
ま
す
。
三
、
祖
先
崇
拝
と
家
族
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6１ 
ハーンの見るところ、日本の倫理の基本は家族における祖先崇拝であり、そこから国家全体へと倫理の網の目が
広がっていくわけであるが、そういった祖先崇拝は家族をひとつの宗教的共同体とし、家族相互を愛情ではなく宗
教という第一義的な絆によって結びつけているものとハーンの目には映る。｜家の繁栄は祖先の祭を確実に行うこ
とにあり、最大の不幸は先祖の供養をする跡取りがいなくなることである。嫡男が死んだ場合には養子を取ったり、
（Ⅲ） 
的概念は、「生きている者の福祉繁栄が死者の幸福にかかっている」Ｌ」いう考え方であると説明している。即ち、
こういった考え方を根底にして、古代以来の家族組織、財産と相続に関する法律等など、要するに古代以来の日本
社会全体の機構が発達してきたとハーンは言う。ハーンは進化論的考え方に則って、祖先崇拝に段階的に三つの形
式を認める。家族の祖先の霊を崇拝する家庭の祭、氏族・部族の統率者の霊を崇拝する地域社会の祭、そして、国
の支配者の霊を崇拝する国家の祭といった祖先崇拝の三つの形式は、後のものが前のものに取って代わることなく、
最終的には三つのものが併存しているとハーンは考えている。
これら三つの段階のうちで、倫理の基本は家族における祖先崇拝である。ハーンによれば、祖先崇拝からは孝道
（旨巴已のご）を重んずる風潮が生じるが、ハーンの言う孝道は単に子供が親に対して持つ尊敬の念といった通常
の意味のものではない。それはむしろ、死者に対する尊敬の念と同時に、生きている者に対する義務の情といった
家族の各々の構成員が持つべき義務感に近いものである。祖先の霊を手厚く祀ることをはじめとして、親に対する
子供の義務、嫁・婿。養子・養女などが家長に対して持っている義務、また、使用人が主人に対して持つ義務など、
家を維持していくために必要な義務がそこには含まれている。
日本の倫理の全体系が宗教に起源を持っていることは確かである。そういった宗教のおかげで、死者および
生者に対するすべての義務の観念ｌ尊敬の念、忠誠心、献身の精神、そして、愛国心ｌがうまれてきてい
（吃）
るのである。（「家庭の壱示教」）
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娘ばかりの場合には、婿を迎えて、先祖の祭を維持していかなければならない。祖先を祀り、家を維持していくこ
と
が
、
家
長
ひ
い
て
は
家
族
全
体
の
義
務
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
は
家
長
で
さ
え
盗
意
的
な
行
動
は
制
限
さ
れ
る
。
さ
て
、
旧
日
本
を
支
え
る
旧
道
徳
と
い
っ
た
も
の
に
好
意
を
寄
せ
る
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
、
祖
先
崇
拝
を
基
盤
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
家
父
長
制
度
下
の
家
族
形
態
は
好
ま
し
い
も
の
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
は
そ
れ
に
対
し
て
全
面
的
に
賛
意
を
表
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
夫
婦
間
の
愛
情
と
い
う
問
題
に
ハ
ー
ン
の
目
は
注
が
れ
る
。
家
長
を
頂
点
と
し
、
年
少
者
が
年
長
者
に
従
い
、
女
性
が
男
性
に
従
う
と
い
っ
た
家
族
制
度
の
下
で
は
、
結
婚
は
孝
道
の
主
要
な
義
務
で
あ
る
。
即
ち
、
結
婚
は
祖
先
崇
拝
と
い
う
宗
教
的
行
為
を
行
う
た
め
の
一
環
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
個
人
主
義
を
原
理
と
す
る
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
夫
婦
関
係
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
東
西
社
会
の
基
本
原
理
の
述
い
、
人
間
観
の
違
い
と
い
う
も
の
に
、
ハ
ー
ン
は
来
日
後
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
気
づ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
聖
書
の
「
創
世
記
」
第
二
章
第
二
十
四
節
、
「
そ
れ
で
人
は
そ
の
父
と
母
を
離
れ
て
、
妻
と
結
び
合
い
、
一
体
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
箇
所
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
記
述
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ー
ン
の
来
日
後
の
第
一
作
と
な
っ
た
『
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
面
影
』
の
中
の
「
英
語
教
師
の
日
記
か
ら
」
で
は
、
「
創
世
記
」
の
章
句
は
引
用
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
生
徒
に
書
か
せ
た
英
作
文
や
教
室
で
の
問
答
に
託
し
て
東
西
の
違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
私
達
が
と
て
も
奇
妙
だ
と
思
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
妻
が
両
親
よ
り
も
夫
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
両
親
よ
り
も
（聡）
夫
を
愛
す
る
妾
な
ど
ひ
と
り
も
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
生
徒
の
英
作
文
が
引
用
さ
れ
た
り
、
ハ
ー
ン
と
化
徒
と
の
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
は
自
分
の
父
親
や
母
親
よ
り
も
妻
の
こ
と
を
愛
す
る
の
で
す
か
。
」
「
い
つ
も
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
｜
般
的
に
は
そ
う
だ
ろ
う
ね
。
」
（Ⅱ） 
「でも、先生、ぼくたちの考え方からすると、それはとても不道徳な｝」とです。」
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6３ 
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
箇
所
で
ハ
ー
ン
は
、
「
日
本
の
若
者
に
と
っ
て
、
結
婚
は
簡
単
明
瞭
な
自
然
な
義
務
み
た
い
な
も
の
と
考
え
ら
（肥）
れている」とも述べているが、Ⅲ日本の道徳に好意を寄せるハーンとはいえ、夫婦間の愛燗という問題については
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
ン
は
家
父
長
制
度
下
の
夫
婦
間
に
愛
情
が
存
在
し
な
い
な
ど
と
言
っ
て
は
い
な
い
。
『
日
本
Ｉ
一
つ
の
試
論
』
の
「日本の家族」という章では、結婚は愛情の問題ではなく宗教上の義務の問題であり、「愛情はそうした夫婦関係の
（耐）
中
か
ら
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
当
然
生
ま
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
家
族
の
団
結
を
乱
す
よ
う
な
激
しい愛情は禁物で、夫婦の愛情には自ずと限度があることをハーンは認めている。先のマティ・フォウリとの結婚
において、｜時的であるとはいえハーンが見せた情熱からすると、旧日本の夫婦間の愛情のあり方に何かしっくり
し
な
い
も
の
を
ハ
ー
ン
が
感
じ
た
と
し
て
も
、
あ
な
が
ち
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
次
に
、
ハ
ー
ン
の
作
品
や
実
生
活
の
中
に
夫
婦
愛の問題をさぐってみることにしよう。
また、ハーンは『東の国から』に収められた「九州の学生とともに」において、とりわけ愛情と道徳の問題をめ
ぐ
っ
て
、
西
欧
の
小
説
の
理
解
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
学
生
の
様
子
を
描
い
て
い
る
が
、
同
じ
書
の
中
の
「
永
遠
の
女
性
」
に
は
、
「創世記」の先の章句を引用し、東西の結婚観と倫理観の違いについて述べている箇所がある。
孝道が道徳的絆になっていない社会、子供たちが自分の家庭を作るために両親のもとを離れていく社会、両
親よりも妻や子供を愛することが自然であるばかりでなく正当でもあると考えられている社会、親の意志とは
無
関
係
に
、
若
者
同
士
の
合
意
に
よ
っ
て
結
婚
が
行
な
わ
れ
る
社
会
、
姑
が
嫁
か
ら
従
順
な
奉
仕
を
受
け
る
権
利
を
持
た
な
い
社
会
ｌ
こ
う
い
う
社
会
は
Ｈ
本
人
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
必
ず
空
飛
ぶ
鳥
や
野
原
の
獣
の
生
満
状
態
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
（胴）
のないものであり、また、せいぜいよく一一一口っても、一種の道徳的な無秩序状態と思えるのである。
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6４ 
ハーンの再話作品の中には、夫婦愛がテーマと思われるものがいくつかある。その中で『怪談』に収められた
「おしどり」は最も広く読まれたもののひとつであり、鮮烈な読後感を与えるものである。猟師に雄鳥を殺された
雌鳥が、猟師の目の前で自ら塒で腹を突いて月害して抗議をするというものであるが、原話は『古今著聞集』巻一一
十にある。原話とハーンによる再話との大きな迷いは雌鳥の行動である。原話では雄鳥を殺した猟師の夢に、美し
い女性となって現れた雌鳥は、雄鳥のいない寂しさを涙ならがに訴えて消え去る。一方、再話では、雌鳥は何の非
もない雄鳥を殺したことで、激しい調子で猟師に詰め寄る。また、この話のクライマックスとでも言うべき雌鳥の
自害の場面では、原話の方では猟師が雄鳥のかたわらで自害している雌鳥を見つけたとしているだけであるのに対
して、両括では、猟師が夢を見た翌日、雄鳥を殺した沼に行ってみると、雌鳥が猟師めがけて泳いで来て、じっと
猟師を見掘えたあとで、収を勝で引き裂くといった具合である。原話の雌鳥は、不幸に兇雛われてもⅢ手の非を激
しく貢めたりはしないで、自らの悲しみを心の奥底に留めておこうとする旧日本の女性の典型であるように見える。
それに対して、再話に描かれた雌鳥は、｜見すると自己主張の強い西欧風の女性のようであり、ハーンの好む旧日
本の女性像とはほど遠い印象を受ける。ハーンがアメリカの読者を想定し、彼らに受け入れられやすいように雌鳥
を西欧風に仕立て上げたという指摘もあろうが、この一おしどり」にはハーンの理想とする夫婦愛、それも西欧的
な夫婦愛が象徴的に描かれていると考えられないであろうか。この話の要諦はやはり雄鳥の死に殉じて雌鳥が自ら
の命を断つという点にあることに注意したい。こういう事態そのものはいぜんとして日本の旧道徳下における死に
まつわる徳目に通じるものであり、西欧の読者に伝えるべき異国風の出来事として、変更を加えることができない
事態である。その一方で、雌鳥の自害といった出来事は西欧的な確固とした個性の存在をアメリカの読者に印象づ
けるのに十分である。その意味において、この話は、夫婦愛をめぐる強烈な個性のドラマであると言ってよい。ハー
四、夫婦愛
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6５ 
ンにとって夫婦愛は、夫と妻という一個の人間同士の間に芽生えるものであって、雌鳥に関する西欧的な脚色は、
読者に対する配慮とは無関係に、そういったハーン自身の考え方から出たものと考えてもよさそうである。ハーン
は、こと夫婦愛というものに関しては、旧日本の家族共同体という場の中での夫婦愛といったものよりも、むしろ
西欧的な、個人対個人の結びつき仁則した夫婦愛をよしとしたと言ってもよいかもしれない。
考えてみれば、夫婦像を描くハーンのいくつかの作品には、旧日本の時代の物語でありながら、家族共同体とい
う場の中で夫婦の問題を扱ったものは見受けられない。ハーンの描く夫婦は、むしろ家族という状況から切り離さ
れ、一個の人間として対面している。
『明暗」（蓬員。ｇ冒湧）に収められた「和解」という作品も、そうした夫婦を描いたものである。主家が没落し
て貧窮にあえぐ身となった若い侍が、遠国に職を得て都を去ることになった。侍は妾を離縁し、出世の手幽もあろ
うかと思って、家柄のよい女と結婚して赴任した。男は時が経つにつれて前の妾が恋しくなり、後妻と別れて都の
先妻のもとへ帰って来た。ふたりはそれまでの出来事を存分に語り合い、床に就いたが、朝になって目が醒めると、
男は骸骨となった妾の傍らで寝ていたという話である。
原話は「今昔物語』にあるが、ハーンの阿話は筋はほぼ同じであるとはいえ、男女の人物像に関して駆大な加飛
がなされている。
ま
ず
、
男
の
人
蝿
まず、男の人物像について言えば、原話では最初の妻を離縁したことに関する後悔の念といったものは全く描か
れていない。時が経つにつれて前妻のことが恋しくなり、無性に会いたくなったという具合である。一方、椰話で
は、貧乏ゆえに前妻と別れ、出世のためにと思って新しい妻を姿ったという事情は同じであるが、そのことに対す
る男の後悔の念が延々と描かれ、女に会って過去の行状を詫びるという筋立てになっている。また、二度目の妻と
の離婚に関しても、性格がけわしく利己的であったとか、子供がなかったとかいった男の側からの理由をはっきり
と示し、男の心のなりゆくさまをくっきりと描いている。
また、女の人物像に関しても、原話では美人で気立てもよいといった程度で、それ以上の踏み込んだ描写はない。
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前
述
の
若
い
侍
に
つ
い
て
も
、
再
話
に
お
け
る
加
筆
の
大
部
分
が
後
悔
の
情
や
謝
罪
の
言
葉
と
い
っ
た
男
の
人
格
に
関
す
る
柵
写
で
あることを考えると、事情は同じであるように思われる。この「和解」にあっては男はもちろんのこと、女さえも
が
個
と
し
て
の
輪
郭
が
明
瞭
に
描
か
れ
、
互
い
に
一
個
の
人
間
と
し
て
対
面
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
て
、
「
和
解
」
や
「
お
し
ど
り
」
に
関
し
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
夫
婦
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
ハ
ー
ン
の
作
品
に
は
、
家
族
の
他
の
構成員との葛藤などはほとんど描かれることはなく、夫婦間の純愛物語といった様相を呈している。「怪談』に収
められた「青柳の話」なども、女の両親が登場するものの、物語の進行における点景ほどの役割しか果たしていな
い。話の中心は柳の精である青柳という美しい女性に対する若侍の純粋な愛慕の情である。能登の国から京へ上る
途中、一夜の宿を借りた農家の美しい娘（青柳）に一目惚れした若侍・友忠が、娘を連れて京に上るが、時の権力
一方、再話では、男の目に映る女は、「優しいもの言い、にこやかな顔つき、上品で可愛い立ち居振る舞い、非の
（旧）
打ちどころのない辛抱強さ」といった旧日本の女性の美徳を体現したものとなっている。そして、男が過去の過ち
を詫びたあと、女が男に対して、自分はもともと妻としてはふさわしくなかったのに親切にしてくれたこと、貧乏
ゆえの離縁であったのだから許しを乞うにあたらないことなどを述べる箇所でも、恨みがましい言葉など全くなく、
純粋な心情の持ち主として描かれている。ハーンは常々日本女性を褒め称え、「日本女性ほど麗しい性格の持ち主
はありません。日本民族の持っている隠れた良さはすべて女性の中に集中的に存在していると思います」（チェン
バレン宛書簡、一八九一年、松江）とも述べているが、この女の人物像はハーンの考える理想的な日本女性にこの
上なく近いものではないだろうか。ただ、原話と比較して、阿話で女の描写に関して加鞭が著しいのは、男が謝罪
し
た
あ
と
で
の
女
の
受
け
答
え
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
胤
分
の
気
持
ち
を
す
べ
て
言
葉
と
し
て
き
ち
ん
と
相
手
に
伝
え
る
と
いう態度が窺える。こういった態度は、言うまでもなく、個というものが確立された西欧社会において、佃と佃を
結
び
つ
け
る
絆
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
み
る
と
ハ
ー
ン
の
理
想
的
な
女
性
は
、
旧
日
本
の
美
徳
を
体
現
し
た
女性に限りなく近いとはいえ、一方では西欧的な個我といったものを兼ね備えた女性であるのではないかと思えて
／●、ラＣＯ
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これまでのところで、夫婦や家族といったものに対するハーンの考え方が大体明らかになったと思われるが、そ
れに照らしてハーンの現実の家庭生活を見てみることにしよう。
ハーンは松江時代に小泉セツと同棲生活を始めるが、熊本に移ると経済的なゆとりが生じたこともあって、セツ
の養父母と養祖父、そして奉公人たちも加わって、十一人の大世帯となった。ハーンは初めて経験する家庭生活に
ついて次のような感想を友人に書き送っている。
こうした青柳に対する友忠の愛慕の情は、「天の川綺諏』（菖翁元・ミ目目＆鳶冨昏言ｇ）に収められた「伊
藤則資の話」における、平家の美しい姫君の亡霊に対する則資の愛慕の情に比一眉するものであり、ハーンは夫婦愛
の基盤としてお互いを結びつける強い精神的な絆の存在を重視していたことがわかる。このことは先の「おしどり一
や「和解」に関しても同様であり、ハーンの考える夫婦愛は、結婚という社会制度の中で育まれた恋愛感情といっ
たものに基づくものと言ってもよいだろう。ハーンの夫婦観は夫と鍵とが一個の人間として対崎し、佃と佃との絆
を
亜
祝
し
た
、
む
し
ろ
西
欧
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
切
り
倒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
者である細川政元に知れて、娘は政元の屋敷に連れ去られてしまう。友忠はお答めを覚悟で娘に文を送るが、その
文も政元の手に落ち、政元の御前に友忠は呼び出されることになる。死を覚悟していた友忠だったが、文を読んだ
細川公は青柳を想う友忠の心情に感動し、友忠を赦してその場で婚礼を挙げさせた。そして、ふたりして一緒に暮
らした五年後のある朝、青柳は自分が柳の精であることを告白して、苦痛の叫びを発して消えてしまう。柳の木が
私は家族では十一人の小世界を持っています。この小世界の人達にとって私は愛であり、光明であり、また、
五
、
理
想
的
な
家
族
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Ｈ
本
に
来
る
ま
で
の
放
浪
生
活
と
は
迎
い
、
し
っ
か
り
と
現
実
に
根
差
し
た
生
活
に
、
ハ
ー
ン
は
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
東
京
で
没
す
る
ま
で
の
間
、
外
部
と
の
摩
擦
に
耐
え
兼
ね
て
、
時
折
放
浪
志
向
を
友
人
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ハ
ー
ン
は
家
族
と
い
う
小
世
界
を
大
切
に
守
っ
た
。
日
本
で
の
家
庭
生
活
は
総
じ
て
幸
せ
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
日
常
生
活
の
様
子
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
伝
え
た
手
紙
が
あ
る
が
、
ハ
ー
ン
の
一
日
の
様
子
を
拾
い
あ
げ
て
み
よ
う
。
午
煎
ハ
時
ｌ
小
さ
な
目
覚
ま
し
時
計
が
鴫
る
・
璽
が
起
き
て
、
譜
の
侍
の
時
代
の
よ
う
な
礼
儀
服
し
い
挨
拶
を
し
て
私
を
起
こ
す
。
．
．
…
・
他
の
部
屋
で
は
、
小
さ
な
燈
明
が
先
祖
の
位
牌
と
仏
様
（
神
道
の
神
々
で
は
な
い
）
の
前
に
と
も
さ
れ
て
い
て
、
お
・つ
勤
め
が
始
め
ら
れ
、
先
祖
へ
お
供
え
を
す
る
。
…
：
．
も
う
す
で
に
老
人
達
は
庭
に
出
て
、
朝
日
を
拝
ん
で
手
を
拍
ち
、
出
雲
の
お
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
て
い
る
。
…
…
午
耐
七
時
ｌ
馴
食
．
…
：
翼
が
給
仕
を
す
る
。
私
は
い
つ
も
鍵
に
一
緒
に
少
し
食
べ
る
よ
う
垣
釧
う
が
、
あ
と
で
家
族
同
の
朝
食
に
も
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
、
少
し
し
か
食
べ
な
い
。
そ
れ
か
ら
車
夫
が
来
る
。
私
は
洋
服
を
着
始
め
る
。
初
め
の
う
ち
は
、
妻
が
着
る
物
を
ひ
と
つ
ず
つ
順
序
よ
く
渡
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
気
を
配
る
と
い
っ
た
日
本
風
の
習
慣
が
い
や
で
し
た
。
こ
れ
で
は
怠
惰
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
反
対
し
よ
う
と
し
た
ら
、
妻
の
感
情
を
害
し
、
楽
し
み
を
損
ね
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
古
い
習
慣
に
お
と
な
し
く
従
っ
て
い
ま
す
。
午前七時半１１家中の者が見送りのために玄関に集まる。・・・…私に差し出された糞の手にキスをする（これ
だ
け
が
舶
来
の
習
慣
で
す
）
。
そ
れ
か
ら
学
校
へ
行
く
。
（四、五時間空く）
命
の
糧
な
の
で
す
。
そ
れ
は
実
に
平
穏
な
世
界
で
す
。
私
が
幸
せ
な
と
き
は
、
皆
も
幸
せ
な
の
で
す
。
私
が
少
し
で
も
疲
れ
た
様
子
を
見
せ
れ
ば
、
皆
は
物
音
ひ
と
つ
立
て
ず
、
忍
び
足
で
歩
き
ま
す
。
家
族
は
一
種
の
道
徳
的
な
支
え
で
す
。
（
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
宛
、
一
八
九
三
年
、
熊
本
）
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6９ 
煩を厭わず引用したが、家庭生活が一定の秩序のもとで、幣然と営まれていくことにハーンは満足したに違いな
い
。
と
り
わ
け
老
人
達
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
先
Ⅲ
崇
拝
を
は
じ
め
と
す
る
家
の
宗
教
は
、
前
述
の
旧
ｎ
本
の
道
徳
を
文
え
る
も
の
と
し
て
ハ
ー
ン
の
目
に
は
映
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
親
子
、
長
幼
、
夫
婦
、
そ
し
て
主
人
と
使
用
人
と
の
関
係
に
基
づ
く
古
く
か
ら
の
生
活
習
慣
も
好
ま
し
い
も
の
に
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
は
そ
う
い
っ
た
も
の
を
認
め
、
ま
た
、
好
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
夫
婦
車夫の呼び声と共に帰宅。：。…昼食。
私
が
済
ん
で
か
ら
他
の
者
が
食
躯
を
す
る
。
隠
居
が
二
人
い
ま
す
が
、
私
が
働
き
手
だ
か
ら
で
す
。
一
家
を
支
え
る
人
の
こ
と
を
ま
ず
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
義
に
よ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
他
の
場
合
に
は
第
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
か
み
ざ
と
え
ば
、
皆
が
〈
琴
し
て
す
わ
る
と
き
に
は
、
上
座
は
年
齢
と
親
子
の
関
係
で
決
ま
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
、
私
は
四
番
目
、
妻
は
五
番
目
の
席
で
す
。
そ
し
て
、
老
人
は
そ
の
よ
う
な
時
は
一
番
に
も
て
な
さ
れ
ま
す
。
午
後
人
時
１
人
裕
嶮
剛
。
午後六時半から七時半１１１夕食
午
後
八
時
ｌ
皆
が
繕
火
鉢
を
剛
ん
で
「
朝
日
新
聞
一
を
読
む
の
を
聞
い
た
り
、
話
掻
し
た
り
す
る
．
…
…
夜
が
更
け
る
と
、
今
度
は
神
様
の
番
で
あ
る
。
腿
間
は
ふ
つ
う
の
お
供
え
が
し
て
あ
る
だ
け
だ
が
、
役
に
な
る
と
特
別
な
お
祈
り
が
行
わ
れ
る
。
小
さ
な
燈
明
が
と
も
さ
れ
て
、
私
以
外
の
皆
が
代
わ
る
代
わ
る
お
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
て
は
拝
む
。
…
…
皆
が
私
が
寝
る
時
間
の
合
図
を
す
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
…
…
女
中
達
は
畳
に
手
を
つ
い
て
お
や
す
み
な
さ
い
の
挨
樗
）
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
全
く
静
か
に
な
る
。
眠
り
に
つ
く
ま
で
時
々
読
諏
を
す
る
。
…
…
い
つ
も
妻
は
昔
の
習
慣
に
従
っ
て
、
「
失
礼
し
て
先
に
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
言
う
。
そ
ん
な
言
い
方
は
控
え
目
す
ぎ
る
と
思
っ
て
、
｜
度
は
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
局
は
、
そ
う
い
っ
た
習
慣
は
美
し
く
、
ま
た
、
魂
の
中
に
し
み
込
ん
で
い
る
の
で
、
止
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…
（
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
宛
、
一
八
九
三
年
十
月
十
一
日
付
）
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7０ 
挨
拶
は
他
人
行
儀
だ
と
言
つ
ちが随所に現れている。
文章は次男の殿が漢字を混じえて読み易くしたものであるが、ハーンは焼津での出来鍋を報ずる手紙を述Ｒのよ
う
に
セ
ツ
に
杏
き
送
っ
て
い
る
。
『思い出の記』によれば、晩年になって健康の衰えたハーンは、大屈セツ夫人を頼りにし、大人が外出すると、
まるで赤ん坊が母親を慕うようにして夫人の帰りを待っていたという。そこには晩年特有の心細さといったものも
見受けられるが、それ以上にハーンとセツとの精神的な絆の強さといったものを感じないではいられない。セツは
松江以来妻としてハーンの日常生活を支えるとともに、文学上の協力者としてハーンの執筆活動を支えていた。日
本語が読めないハーンに代わって、再話の材料となる物語を見つけては読んで聞かせるセツの存在がなかったら、
ハーンの再話文学がほとんど成立しなかったであろうことは明らかである。セツは妻として、また文学上の協力者
間
の
こ
と
に
な
る
と
自
分
の
中
の
西
欧
的
な
趣
味
と
の
葛
藤
を
い
く
ぶ
ん
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
の
手
紙
の
中
で
は、舶来の習慣は妻の手にキスをすることだけだと言っているが、朝食時に要にも相伴させたがったり、就寝時の
挨
拶
は
他
人
行
儀
だ
と
言
っ
て
止
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ど
、
夫
婦
間
に
あ
っ
て
は
個
人
対
個
人
と
し
て
向
き
合
い
た
い
と
い
う
気
持
実際、セツ夫人に対するハーンの愛情表現の仕方は、アングロサクソン的とでも言ってよいほどである。ハーン
は東京に居を移してからは、ほぼ毎年のように夏休みを焼津で海水浴をして過ごしているが、東京にいる夫人に宛
てたハーンの挿絵入りの手紙が何通か残っている。
小
サ
イ
可
愛
イ
マ
マ
サ
マ
。
ヨ
ク
未
タ
ト
申
シ
度
イ
ァ
ナ
タ
ノ
可
愛
イ
手
紙
今
朝
参
リ
マ
シ
タ
。
ロ
デ
言
へ
ナ
ィ
程
齊
ビ
マ
シ
タ
。ヨル
ママサマ、少シモアブナイ事ハアリマセン。ドウゾ案ジナイデ下サイ。今年ハ一度モ夜ノ海一一行キマセン……。（鱒）
私少シ淋シイ。今アナタノ顔ヲ見ナイノハ。未デスヵ。見タイモノデス。：。…（明治三十七年八月十七日付）
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7１ 
と
し
て
、
二
重
の
意
味
で
ハ
ー
ン
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
ハ
ー
ン
の
結
婚
生
活
は
総
じ
て
幸
せ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
旧
日
本
の
道
徳
や
生
活
習
慣
を
い
ま
だ
に
守
っ
て
い
る
家
族
に
囲
ま
れ
、
そ
の
一
方
で
、
セ
ツ
と
の
間
に
は
西
欧
的
と
も
言
え
る
佃
と
佃
の
対
時
を
基
盤
と
し
た
夫
婦
関
係
を
育
ん
で
い
っ
た
ハ
ー
ン
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
彼
の
思
想
的
傾
向
に
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
理
想
的
な
結
婚
形
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
東
西
融
合
の
み
ご
と
な
成
功
例
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で
はない。
（２）池橋達雄「ヘルンとセツの結婚」（『山陰史談・一第八号、昭和四十九年十一月）参照。
（３）以下、ハーンの書簡は特に注を付さない限り『言冒曽ご吻旦トミ９ｓミ志ミ員餌・■ぬ三○『〕三一ヨヨｏＣョ目己・印・の８『】・
ろ目に収められたエリザベス・ビスランド繍災の．曉口｛の目。旨〔〔の『鰔忍から引用し、拙訓を施した。
（４）葦こ§§③駒⑤ドミヘミ境ミトミ９ｓ・鳶ミ夢の冒巴ご同一一騨曽⑱（す囚⑭一目□・津・■ぬ｝］Ｂ二言「｛｜ヨ○・日口目『・国。、｛（〕。》］皀Ｐ己已。
（戸、）
（６） 
（７） 
（８） 
（９） 
（、）
（ｕ） 
（皿）
（旧） 《注》
（１）シンシナティでのハーンの行動に関しては次の醤を参照した。国冒呂の【す⑫芹のぐの扇（）夛吟』、Ｃ』ＥＣ昂白』国ご恥聿
囚＆『§ご・三回ＣＢ三日〕で巨一〕一一胡ゴヨ淀○Ｃ曰己目］・Ｚ２「罠・『六・一顎一（遠田勝訓一．評伝ラフカディォ・ハーン」、恒文社、一九
八四年）。
￣ 
● 
－ 
－ 
● 
二）一ロ・》已己・』や１ｍつ。
冒す一。。。□」『ぬ。
ごＱ－弓葛昌吟ミトミ９ｓ・鳶ミヨ》く。－．Ｐ己」笥・
ご冨三鳶昌画ミトミ８ｓ巳昏ミヨ・く。一・局・己・望．
富のミミ爵曾昌缶昌冒昌○駕ミヨ・ぐ○一・『も」司・
「
小
泉
八
雲
恩
同前、十八頁。
『ざヨミミ冒旦トミｇ島。鳶ミヨ・く。一・ｍ・己・貝・
豊の」§§⑩愚ト負冒莇ミト負冒島。、｛⑱ミヨ》□・臣・
「
小
泉
八
雲
思
い
出
の
記
父
「
八
雲
」
を
憶
う
」
（
恒
文
社
、
九
七
六
年
）
三
十
二
頁
。
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グー､グロ、〆■､〆、〆へ〆へ
１９１８１７１６１５１４ 
、､ザ、.’、.'、."、－’ﾐージ
目ワコロ。》ご』②Ｐ
ご活「軍蔑量的ミトミ宵呈Ｃ鼬図員く。】・『・ロ畠’
閂す】９８℃．②Ｐ
曰慧弓蔓冒駕具屑冒菖・罵貝量『・』・】暉・己・密
ご『⑮軍曹愚的こい負冒島・》患ミヨ．ご・｛』Ｐｂ．』，
『小泉八雲全集』別冊（第一書房、昭和五年）、
四五六頁。
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